
　

災
害
時
の
ト
リ
ア
ー
ジ
に
つ
い
て

医
学
研
究
所
北
野
病
院

救
急
科　

平　

川　

昭　

彦　

は
じ
め
に

　

昨
年
１
月
に
最
大
震
度
７
が
観
測
さ
れ
た
「
能
登
半
島
地
震
」
、
現
地

で
の
支
援
活
動
は
未
だ
に
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
当
院
か
ら
は
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

（
日
本
医
師
会
災
害
医
療
チ
ー
ム
）
・
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
全
日
本
病
院
医
療
支
援

団
）
各
々
１
チ
ー
ム
が
石
川
県
へ
派
遣
さ
れ
、
救
護
支
援
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
平
成
25
年
に
内
閣
府
が
「
30
年
以
内
に
南
海
地
震
が
発
生
す
る
確

率
が
60
％
、
東
南
海
地
震
は
70
〜
80
％
」
と
報
告
し
て
お
り
、
い
つ
大
災

害
が
生
じ
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
年
は
大
阪
・
関
西
万

博
が
開
催
さ
れ
る
た
め
多
数
傷
病
者
が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
く
、
そ

の
た
め
に
も
平
時
よ
り
自
治
体
や
医
師
会
な
ど
で
災
害
医
療
教
育
や
訓
練

が
必
要
で
す
。

　

今
回
、
災
害
時
に
お
け
る
ト
リ
ア
ー
ジ
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

災
害
時
の
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は

　

災
害
の
発
生
と
同
時
に
、
日
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い
多
数
の
傷
病
者
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
医
療
に
求
め
ら
れ
る
人
的
・
物
的

資
源
が
絶
対
的
、
あ
る
い
は
相

対
的
に
不
足
し
ま
す
。
ト
リ
ア
ー

ジ
（T

riage

）
は
こ
の
よ
う
な
状

況
に
お
い
て
、
再
分
配
に
関
す

る
問
題
解
決
の
た
め
、
あ
る
判

断
基
準
を
も
と
に
傷
病
者
の
区

分
を
決
め
、
そ
れ
に
応
じ
て
資

源
を
配
分
す
る
方
法
で
あ
り
ま

す
。

Ａ)

ト
リ
ア
ー
ジ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

　

現
在
、
我
が
国
の
災
害
時
の

ト
リ
ア
ー
ジ
は
４
つ
で
、
色
で

も
識
別
さ
れ
ま
す
（
表
１
）
。

①
緊
急
度
の
高
い
ト
リ
ア
ー

ジ
区
分
Ⅰ
（
赤
）

生
理
学
的
評
価
で
異
常
が

る
ー
む
201

特

集

表１　トリアージのカテゴリー
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あ
り
、
直
ち
に
救
命
処
置
を
必
要
と
す
る
も
の
で
す
。
気
道
・
呼
吸
・

循
環
・
意
識
の
異
常
で
生
命
の
危
険
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
も
の
が

こ
の
群
に
入
り
ま
す
。
基
本
的
に
医
療
資
源
を
最
も
早
く
割
り
当
て

る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

　

②
緊
急
度
の
低
い
ト
リ
ア
ー
ジ
区
分
Ⅱ
（
黄
）

　
　

�

多
少
治
療
の
時
間
が
遅
れ
て
も
、
生
命
に
危
険
が
な
い
も
の
で
す
。

基
本
的
に
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
が
安
定
し
て
い
ま
す
。

　

③
治
療
不
要
も
し
く
は
軽
処
置
の
治
療
ト
リ
ア
ー
ジ
区
分
Ⅲ
（
緑
）

　
　

�

軽
微
な
傷
病
で
、
必
ず
し
も
専
門
医
の
治
療
を
必
要
と
し
な
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
ア
ン
ダ
ー
ト
リ
ア
ー
ジ
や
容
態
の
変
化
を
確

認
す
る
配
慮
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

④
優
先
順
位
が
最
も
低
い
ト
リ
ア
ー
ジ
（
黒
）

　
　

�

死
亡
群
と
救
命
困
難
群
が
混
在
し
ま
す
が
、
医
師
に
よ
り
死
亡
と
診

断
さ
れ
な
い
限
り
、
ト
リ
ア
ー
ジ
区
分
０
（
黒
）
は
死
亡
と
同
義
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｂ
）
ト
リ
ア
ー
ジ
の
方
法

　

災
害
時
の
突
然
生
じ
る
圧
倒
的
多
数
の
傷
病
者
に
対
応
す
べ
く
、
歩
行

の
可
否
・
呼
吸
・
循
環
・
意
識
レ
ベ
ル
の
簡
便
な
生
理
学
的
評
価
に
よ
り

迅
速
に
分
類
す
る
一
次
ト
リ
ア
ー
ジ
が
主
に
行
わ
れ
、
同
一
ト
リ
ア
ー
ジ

区
分
内
で
の
治
療
の
優
先
順
位
を
二
次
ト
リ
ア
ー
ジ
で
決
定
し
ま
す
（
図

１
）
。
日
本
で
普
及
し
て
い
る
一
次
ト
リ
ア
ー
ジ
は
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
法

（S
im

p
le T

riage an
d
 R

ap
id

 T
reatm

en
t

）
（
図
２
）
、
二
次
ト
リ
ア
ー
ジ
は

一
次
ト
リ
ア
ー
ジ
の
精
度
を
向
上
さ
せ
る
生
理
学
的
解
剖
学
的
評
価
法
で

あ
る
Ｐ
Ａ
Ｔ
法
（P

h
ysio

lo
gical A

n
ato

m
ical T

riage

）
（
表
２
）
が
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
法
は
簡
便
か
つ
迅
速
で
あ
る
こ
と
を
求
め
、

Ｐ
Ａ
Ｔ
法
は
生
理
学
的
評
価
に
解
剖
学
的
な
評
価
を
は
じ
め
と
す
る
諸
評

価
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
正
確
性
を
上
げ
、
か
つ
治
療
や
搬
送
の
優
先
順

位
を
決
め
る
た
め
に
有
用
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
時
間
経
過
、
行
っ
た

処
置
な
ど
に
よ
り
傷
病
者
の
容
態
変
化
や
判
定
基
準
の
異
な
る
一
次
ト
リ図２　START法

図１　トリアージの基本的イメージ
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表２　生理学的・解剖学的評価（Physilogical and Anatomical Triage ; PAT）
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ア
ー
ジ
と
二
次
ト
リ
ア
ー
ジ
の
結
果
に
相
違
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
ト
リ
ア
ー
ジ
は
反
復
し
て
行
い
ま
す
。

　

①
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
法

　
　

�

各
評
価
に
お
い
て
ト
リ
ア
ー
ジ
区
分
が
判
定
で
き
れ
ば
、
そ
の
先
に

続
く
評
価
項
目
を
省
略
し
ま
す
。
例
え
ば
、
判
定
基
準
に
該
当
す
る

呼
吸
の
異
常
を
認
め
た
な
ら
ば
、
循
環
や
意
識
の
評
価
を
行
う
こ
と

な
く
、
ト
リ
ア
ー
ジ
（
赤
）
と
判
定
し
ま
す
。

　
　

・
歩
行
が
可
能
か

　
　
　

�

ま
ず
「
歩
け
ま
す
か
？
」
と
問
い
か
け
、
歩
行
可
能
な
ら
緑
（
区

分
Ⅲ
）
と
判
断
し
、
こ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

歩
行
で
き
な
い
場
合
は
次
に
進
み
ま
す
。

　
　

・
気
道
の
評
価

　
　
　

�「
お
名
前
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
質
問
に
よ
り
発
声
が
で

き
れ
ば
気
道
開
通
と
判
断
し
ま
す
。
意
識
障
害
を
認
め
る
場
合
は
、

呼
気
の
有
無
を
評
価
し
ま
す
。
舌
根
沈
下
な
ど
に
よ
り
気
道
が
閉

塞
し
て
い
る
場
合
に
は
、
緊
急
処
置
と
し
て
用
手
的
な
気
道
確
保

を
行
い
、
評
価
し
ま
す
。

　
　

・
呼
吸
数
の
評
価

　
　
　

ａ
．
自
発
呼
吸
が
な
い
（
呼
吸
数
が
０
）
の
場
合

　
　
　
　
　

�

用
手
的
に
気
道
を
開
放
し
、
自
発
呼
吸
の
出
現
を
確
認
し
ま

す
。
気
道
開
放
に
よ
っ
て
も
自
発
呼
吸
が
出
現
し
な
け
れ
ば

黒
（
区
分
０
）
、
出
現
し
た
な
ら
ば
赤
（
区
分
Ｉ
）
と
判
定

し
ま
す
。

　
　
　

ｂ
．
呼
吸
数
が
毎
分
30
回
以
上
、
ま
た
は
毎
分
９
回
以
下
の
場
合

　
　
　
　
　

�

一
般
に
６
秒
間
の
呼
吸
数
で
評
価
し
ま
す
（
10
倍
に
て
１
分

間
の
呼
吸
数
と
す
る
）
。
６
秒
間
に
呼
吸
が
な
い
、
あ
る
い

は
３
回
以
上
あ
れ
ば
赤
（
区
分
Ⅰ
）
と
判
定
し
ま
す
。
赤
（
区

分
Ⅰ
）
が
決
ま
れ
ば
先
に
進
む
必
要
は
な
く
、
該
当
し
な
け

れ
ば
次
に
進
み
ま
す
。

　
　
　

ｃ
．
循
環
の
評
価
：
橈
骨
動
脈
の
触
知

　
　
　
　
　

�

橈
骨
動
脈
が
触
知
し
な
け
れ
ば
赤
（
区
分
Ⅰ
）
と
判
定
し
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
シ
ョ
ッ
ク
の
徴
候
（
冷
汗
、
湿
潤
、
脈
が

弱
い
、
頻
脈；

１
２
０
回
／
分
以
上
、
爪
圧
迫
後
再
充
満
時

間＞

２
秒
、
顔
面
蒼
白
な
ど
）
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
赤

（
区
分
Ⅰ
）
と
判
定
し
ま
す
。
赤
（
区
分
Ⅰ
）
が
決
ま
れ
ば

先
に
進
む
必
要
は
な
く
、
該
当
し
な
け
れ
ば
次
に
進
み
ま
す
。

　
　
　

ｄ
．
意
識
の
評
価
：
指
示
に
対
す
る
反
応
の
有
無

　
　
　
　
　

�

簡
単
な
指
示
・
命
令
に
従
え
な
け
れ
ば
赤
（
区
分
Ⅰ
）
、
従

え
れ
ば
黄
（
区
分
Ⅱ
）
と
判
定
し
ま
す
。
指
示
命
令
と
し
て

は
「
目
を
閉
じ
て
く
だ
さ
い
、
開
け
て
く
だ
さ
い
」
「
口
を

開
け
て
く
だ
さ
い
、
閉
じ
て
く
だ
さ
い
」
「
手
を
握
っ
て
く

だ
さ
い
、
離
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
が
一
般
的
で
す
。

　

②
Ｐ
Ａ
Ｔ
法

　
　

�

評
価
手
順
は
４
段
階
で
あ
り
ま
す
。
特
徴
は
外
傷
を
対
象
と
し
た
致
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死
的
な
病
態
を
見
出
す
た
め
の
解
剖
学
的
評
価
を
行
う
第
２
段
階
に

あ
り
ま
す
。
内
科
疾
患
に
関
す
る
評
価
項
目
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
受

傷
機
転
に
よ
る
第
３
段
階
、
災
害
弱
者
を
考
慮
す
る
第
４
段
階
を
有

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
評
価
を
総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。

　
　

・
第
１
段
階

　
　
　

�

意
識
・
気
道
・
呼
吸
・
循
環
と
い
う
生
理
学
的
指
標
を
評
価
し
、

異
常
を
認
め
れ
ば
赤
（
区
分
Ⅰ
）
と
判
定
し
ま
す
。
血
圧
や

S
P
O
2

、
体
温
が
基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
全
例
の
患
者
に
対
し

て
必
要
な
わ
け
で
な
く
可
能
な
状
況
で
実
施
し
ま
す
。

　
　

・
第
２
段
階
：
解
剖
学
的
評
価

　
　
　

�

頭
部
か
ら
下
肢
に
向
か
い
、
四
肢
ま
で
視
診
、
触
診
、
聴
診
に
よ

り
評
価
し
ま
す
。

　
　
　

ａ
．
頭
部
・
顔
面

　
　
　
　
　

視
診
：
体
表
面
の
大
き
な
損
傷
の
有
無

　
　
　
　
　

触
診
：
愛
護
的
に
圧
痛
、
動
揺
な
ど
の
有
無

　
　
　

ｂ
．
頸
部

　
　
　
　
　

�

視
診
：
頸
静
脈
の
怒
張
・
虚
脱
、
気
管
偏
位
、
外
表
面
の
損

傷
の
有
無

　
　
　
　
　

触
診
：
皮
下
気
腫
、
後
頸
部
の
圧
痛
の
有
無

　
　
　

ｃ
．
胸
部

　
　
　
　
　

�

視
診
：
体
表
の
損
傷
、
胸
郭
の
変
形
、
左
右
差
、
奇
異
呼
吸
、

腹
式
呼
吸
、
陥
没
呼
吸
な
ど
の
有
無

　
　
　
　
　

聴
診
：
呼
吸
音
の
左
右
差

　
　
　
　
　

打
診
：
鼓
音
、
濁
音
な
ど

　
　
　
　
　

触
診
：
動
揺
、
圧
痛
、
轢
音
の
有
無

　
　
　

ｄ
．
腹
部

　
　
　
　
　

視
診
：
膨
隆
、
外
表
面
の
損
傷
、
腸
管
脱
出
の
有
無

　
　
　
　
　

触
診
：
腹
壁
の
緊
張
・
圧
痛
の
有
無

　
　
　

ｅ
．
骨
盤
部

　
　
　
　
　

視
診
：
変
形
、
外
表
面
の
損
傷
、
下
肢
長
差

　
　
　
　
　

�

視
診
：
動
揺
、
圧
痛
、
轢
音
の
有
無
の
評
価
の
た
め
に
腸
骨

稜
の
左
右
か
ら
内
側
に
、
ま
た
恥
骨
結
合
部
を
愛
護
的
に
触

診
し
ま
す
。
痛
み
を
訴
え
た
場
合
に
は
、
そ
れ
以
上
圧
迫
し

ま
せ
ん
。

　
　
　

ｆ
．
大
腿
部

　
　
　
　
　

視
診
：
腫
脹
、
変
形
、
外
表
面
の
損
傷
、
下
肢
長
差
の
有
無

　
　
　
　
　

触
診
：
動
揺
、
圧
痛
、
轢
音
の
有
無

　
　
　

ｇ
．
下
腿
・
上
肢

　
　
　
　
　

視
診
：
変
形
、
外
表
面
の
大
き
さ
、
損
傷
の
有
無

　
　
　
　
　

�

触
診
：
動
揺
、
圧
痛
、
轢
音
の
有
無
を
評
価
し
、
次
い
で
運

動
・
感
覚
機
能
を
評
価
（
離
握
手
、
足
趾
可
動
、
感
覚
な
ど
）

し
、
簡
易
的
に
神
経
学
的
所
見
を
観
察
し
ま
す
。

　

な
お
、
背
面
の
観
察
は
必
須
と
し
ま
せ
ん
（
災
害
時
は
人
的
資
源
が
限

ら
れ
ロ
グ
ロ
ー
ル
が
実
施
で
き
な
い
た
め
）
。
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以
上
の
評
価
結
果
を
も
と
に
、
解
剖

学
的
異
常
の
有
無
を
評
価
し
ま
す
。

Ｃ
）
ト
リ
ア
ー
ジ
タ
グ
に
よ
る
区
分
表
示

　

ト
リ
ア
ー
ジ
の
結
果
で
あ
る
ト
リ

ア
ー
ジ
区
分
は
、
原
則
と
し
て
ト
リ

ア
ー
ジ
タ
グ
（
図
３
）
を
用
い
て
表
示

し
ま
す
。
区
分
は
記
述
と
も
ぎ
り
部
分

の
色
で
表
し
ま
す
。
傷
病
者
の
評
価
者

と
ト
リ
ア
ー
ジ
タ
グ
記
載
者
の
ペ
ア
で

行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。
現
行
の

ト
リ
ア
ー
ジ
タ
グ
は
固
有
の
Ｉ
Ｄ
を
有

さ
な
い
た
め
、
ト
リ
ア
ー
ジ
実
施
機
関

ご
と
に
ト
リ
ア
ー
ジ
タ
グ
番
号
が
識
別

で
き
る
よ
う
工
夫
し
ま
す
。
複
写
部
分

へ
の
記
載
は
十
分
な
筆
圧
を
要
し
ま

す
。
ま
た
、
筆
上
の
空
間
を
残
す
こ
と
、

誤
り
や
変
更
に
伴
う
訂
正
は
二
重
線
な

ど
で
明
瞭
に
し
ま
す
。
ト
リ
ア
ー
ジ
区

分
の
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
緊
急
性

の
高
い
区
分
へ
の
訂
正
変
更
は
区
分
の

変
更
と
モ
ギ
リ
部
分
の
切
り
取
り
追
加

を
行
い
ま
す
。
緊
急
性
の
低
い
区
分
へ

( 表面 ) ( 裏面 )

図３　トリアージタグ
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の
変
更
は
区
分
の
訂
正
変
更
に
加
え
、
新
た
に
ト
リ
ア
ー
ジ
タ
グ
を
追
加

装
着
し
ま
す
。
ト
リ
ア
ー
ジ
区
分
０
（
黒
）
は
治
療
の
優
先
順
位
が
遅
く

な
る
た
め
、
後
の
状
況
説
明
に
支
障
を
来
さ
ぬ
よ
う
確
実
に
記
入
し
ま
す
。

ト
リ
ア
ー
ジ
タ
グ
の
装
着
は
原
則
と
し
て
四
肢
（
右
手
首
→
左
手
首
→
右

足
首
→
左
足
首
）
に
行
い
ま
す
。
衣
服
や
靴
な
ど
へ
の
装
着
は
脱
落
の
可

能
性
が
あ
る
た
め
避
け
ま
す
。
ト
リ
ア
ー
ジ
タ
グ
へ
の
記
載
で
す
が
、
ト

リ
ア
ー
ジ
の
判
定
か
ら
記
載
ま
で
全
て
を
一
人
で
行
う
こ
と
は
、
時
間
が

か
か
り
過
ぎ
て
非
効
率
的
で
あ
る
た
め
、
２
名
１
組
で
活
動
し
、
観
察
・

判
定
と
記
録
を
別
々
に
担
当
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

Ｄ
）
ト
リ
ア
ー
ジ
と
緊
急
処
置

　

ト
リ
ア
ー
ジ
は
分
類
を
主
と
す
る
行
為
の
た
め
、
原
則
と
し
て
処
置
を

行
い
ま
せ
ん
。
た
だ
一
次
ト
リ
ア
ー
ジ
で
例
外
と
し
て
許
さ
れ
る
処
置
は

気
道
確
保
や
活
動
性
出
血
に
対
す
る
圧
迫
止
血
の
み
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
二
次
ト
リ
ア
ー
ジ
に
お
い
て
生
命
予
後
を
左
右
す
る
病
態
を
認

知
す
る
場
合
が
予
想
さ
れ
、
緊
急
処
置
の
可
否
が
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ト
リ
ア
ー
ジ
を
中
断
し
て
の
１
人
の
患
者
に
対
す
る
緊
急
処
置

は
、
「
１
人
は
救
命
で
き
た
も
の
の
多
数
を
防
ぎ
え
た
災
害
死
が
生
じ
た
」

と
い
う
状
況
を
回
避
で
き
る
と
い
う
判
断
の
も
と
に
為
さ
れ
る
べ
き
で
あ

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
緊
急
処
置
が
許
さ
れ
る
条
件
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

①
ト
リ
ア
ー
ジ
の
中
断
に
よ
る
影
響
が
無
視
で
き
る
、
も
し
く
は
ト
リ

ア
ー
ジ
の
代
行
を
確
保
で
き
る
、
②
緊
急
処
置
の
有
効
性
が
明
ら
か
で
あ

る
、
③
そ
の
場
で
の
緊
急
処
置
が
現
実
に
可
能
で
あ
る
。
と
い
う
条
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
、
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

元北天満小学校 （写真 ： 北天満 ・ 中崎班）
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災
害
と
ト
リ
ア
ー
ジ

　
　

中　

川　

清　

彦　

　

災
害
時
の
医
療
救
護
に
当
た
っ
て
は
、
現
存
す
る
限
ら
れ
た
医
療
ス

タ
ッ
フ
や
医
薬
品
等
の
医
療
機
能
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、
可
能
な
か
ぎ

り
多
数
の
傷
病
者
の
治
療
に
あ
た
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
災
害
発

生
時
な
ど
に
多
数
の
傷
病
者
が
発
生
し
た
場
合
に
、
傷
病
の
緊
急
度
や
重

症
度
に
応
じ
て
治
療
優
先
度
を
決
め
る
こ
と
が
ト
リ
ア
ー
ジ
で
す
。

　

ト
リ
ア
ー
ジ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

　

●
重
症
患
者
を
い
ち
早
く
見
つ
け
だ
す
こ
と

　

●�

救
命
の
可
能
性
が
低
い
傷
病
者
に
時
間
や
医
療
資
源
を
費
や
さ
な
い

こ
と

　

●
治
療
不
要
な
軽
傷
病
者
を
除
外
す
る
こ
と

　

●�

緊
急
性
の
高
い
傷
病
者
を
選
別
し
、
搬
送
・
治
療
の
優
先
順
位
を
決

め
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ト
リ
ア
ー
ジ
は
傷
病
者
集
積
所
や
現
場
救
護
所
な
ど
の
医
療
資
源
の
対

し
て
圧
倒
的
多
数
の
傷
病
者
に
対
応
す
る
一
次
ト
リ
ア
ー
ジ
と
そ
の
後
、

生
理
学
的
解
剖
学
的
な
評
価
を
用
い
て
こ
ま
か
く
分
類
す
る
二
次
ト
リ

ア
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
一
次
ト
リ
ア
ー
ジ
は
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
法
が
、

二
次
ト
リ
ア
ー
ジ
は
Ｐ
Ａ
Ｔ
法
と
呼
ば
れ
る
手
技
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

○
一
次
ト
リ
ア
ー
ジ
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
法
）

　
　

�　

一
次
ト
リ
ア
ー
ジ
の
実
施
方
法
と
し
て
具
体
的
な
手
順
の
原
則
と

し
て
一
人
で
行
い
、
軌
道
の
確
保
、
外
出
血
の
止
血
以
外
の
治
療
は

行
わ
な
い
。

　
　

１)
�

ト
リ
ア
ー
ジ
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
図
１
）
を
基
準
に
し
な
が
ら
優
先

順
位
を
決
定
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
ト
リ
ア
ー
ジ
タ
ッ
ク
（
図

２
）
に
記
入
し
、
適
当
な
切
り
取
り
線
で
切
り
取
り
、
患
者
に

つ
け
る
。

　
　

２)
�

ト
リ
ア
ー
ジ
タ
ッ
グ
は
、
原
則
と
し
て
、
右
手
首
関
節
部
に
つ

け
る
。
負
傷
し
て
い
る
場
合
に
は
、
左
手
首
関
節
部
→
右
足
関

節
部
→
左
足
関
節
部
→
首
の
順
で
つ
け
る
。
衣
服
や
靴
等
に
は

つ
け
な
い
。

　
　

３)
�

ト
リ
ア
ー
ジ
区
分
等
ト
リ
ア
ー
ジ
タ
ッ
グ
主
要
記
載
事
項
以
外

の
部
分
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
で
き
る
だ
け
、
記
入
す
る
。

　
　

４)
�

ト
リ
ア
ー
ジ
に
要
す
る
時
間
は
、
傷
病
者
数
と
症
状
の
程
度
等

に
よ
り
異
な
っ
て
く
る
が
、
お
お
よ
そ
１
人
当
た
り
数
十
秒
か

ら
数
分
程
度
で
終
わ
ら
せ
る
。

　
　

５)
�

ト
リ
ア
ー
ジ
は
１
回
で
お
わ
る
の
で
な
く
、
必
要
に
応
じ
繰
り

返
し
何
度
で
も
実
施
す
る
。

　

ト
リ
ア
ー
ジ
の
区
分
、
優
先
順
位
と
し
て
は

　
　

Ⅰ
：
赤
タ
グ　

１
位　

�

バ
イ
タ
ル
が
不
安
定
だ
が
、
急
い
で
処
置
・

搬
送
を
す
れ
ば
救
命
の
見
込
み
が
あ
る
。
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図１　START変法

図２-1 図２-２
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Ⅱ
：
黄
タ
グ　

２
位　

�

バ
イ
タ
ル
が
安
定
し
て
お
り
、
処
置
・
搬
送

を
待
つ
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

Ⅲ
：
緑
タ
グ　

３
位　

�

比
較
的
軽
傷
で
あ
り
、
専
門
的
治
療
が
不
必

要
。

　
　

０
：
黒
タ
グ　

４
位　

�

生
命
反
応
が
な
い
、
直
ち
に
処
置
・
搬
送
を

し
て
も
助
か
る
見
込
み
が
な
い
。

と
な
り
ま
す
。

　

〇
二
次
ト
リ
ア
ー
ジ
（
Ｐ
Ａ
Ｔ
法
）

　
　

�　

一
次
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
い
、
傷
病
者

を
振
り
分
け
た
あ
と
、
同
一
ト
リ
ア
ー

ジ
区
分
内
で
の
治
療
の
優
先
順
位
を
二

次
ト
リ
ア
ー
ジ
で
決
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
一
般
的
に
、
二
次
ト
リ
ア
ー

ジ
は
、
一
次
ト
リ
ア
ー
ジ
の
精
度
を
向

上
さ
せ
る
Ｐ
Ａ
Ｔ
法
（
図
３
）
が
用
い

ら
れ
ま
す
。
Ｐ
Ａ
Ｔ
法
は
生
理
学
的
、

解
剖
学
的
等
の
せ
評
価
を
行
い
ま
す
。

　
　

Ⅰ
：
生
理
学
的
評
価

　
　
　
　

�　

意
識
・
呼
吸
・
循
環
・
体
温
を

確
認
し
、
一
定
の
基
準
を
超
え
れ

ば
全
て
【
赤
タ
グ
】
と
な
り
ま
す
。

　
　

Ⅱ
：
解
剖
学
的
評
価

　
　
　
　

�　

頭
蓋
骨
な
ど
の
重
要
部
分
の
骨
折
・
気
胸
や
腹
腔
内
出
血
な

ど
の
胸
腹
部
外
傷
・
上
位
脊
髄
損
傷
・
四
肢
切
断
等
が
診
ら
れ

れ
ば
全
て
【
赤
タ
グ
】
な
り
ま
す
。

　
　

Ⅲ
：
受
傷
機
転
の
評
価

　
　
　
　

�　

ど
の
よ
う
な
状
況
で
受
傷
し
た
か
と
い
う
こ
と
。
爆
発
・
墜図３

― 16 ―― 17 ―



落
・
火
災
の
異
常
高
温
・
冬
季
の
津
波
に
よ
る
異
常
低
温
な
ど

の
異
常
温
度
環
境
・
有
毒
ガ
ス
の
吸
引
や
放
射
能
の
被
爆
等
状

況
を
評
価
を
し
ま
す
。
こ
れ
の
区
分
で
は
歩
け
て
も
【
黄
タ
グ
】

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　

Ⅳ
：
災
害
要
配
慮
者

　
　
　
　

�　

災
害
弱
者
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
　

�　

Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｈ 
Ｐ
Ｐ
Ｐ 

Ｗ(
W

o
m

an
)

＝
女
性
・
Ａ(

A
ged

)

＝
高
齢
者
・
Ｔ(

T
raveler)

＝
旅
行
者
Ｃ(

C
h
ild
)

＝
小
児
・

Ｈ(
H

an
d
icap

p
ed
)

＝
障
害
者
・
Ｐ(

P
regn

an
t)

＝
妊
婦
・
Ｐ

(
P
atien

t)

＝
病
人
・
Ｐ(

p
o
o
r)

＝
貧
困
者
は
歩
け
て
も
【
黄

タ
グ
】
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
こ
の
よ
う
に
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

★
ト
リ
ア
ー
ジ
実
習
に
参
加
し
た
感
想

　

２
０
２
４
年
６
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
９
８
回
学
術
講
演
会
兼
北

区
医
師
会
災
害
医
療
基
礎
研
修
会
に
お
い
て
、
北
野
病
院
救
急
科
主
任
部

長
、
平
川
昭
和
彦
先
生
に
よ
る

　

「
救
急
災
害
時
に
お
け
る
ト
リ
ア
ー
ジ
に
つ
い
て
」

　
　

―
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
に
備
え
て
ー

の
講
演
、
そ
の
後
北
野
病
院　

福
井
副
院
長
等
の
指
導
で
ト
リ
ア
ー
ジ
の

実
技
実
習
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
川
先
生
の
講
演
に
お
い
て
は
、
改
め
て
将
来
起
こ
り
え
る
南
海
ト
ラ

フ
大
震
災
等
の
自
然
災
害
時
の
対
応
に
お
け
る
ト
リ
ア
ー
ジ
の
重
要
性
が

わ
か
り
ま
し
た
。
一
方
、
実
習
で
は
数
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
主
に
二
次

ト
リ
ア
ー
ジ
の
模
擬
訓
練
を
行
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
各
グ
ル
ー
プ

数
例
の
症
例
が
提
示
さ
れ
判
断
す
る
に
お
い
て
は
結
構
判
断
が
む
ず
か
し

く
、
参
加
さ
れ
た
先
生
方
も
意
見
が
分
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
実
習
を
経
験
し
て
訓
練
を
行
う
重
要
性
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
ト
リ
ア
ー
ジ
の
実
習
を
す
る
機
会
は
あ
ま
り
な
い
の
が
実
情
で

す
。
そ
れ
を
補
う
た
め
に
現
在y

o
u
 
t
u
b
e

等
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ト
リ
ア
ー
ジ
の

実
際
の
動
画
が
公
開
さ
れ
て
お
り
そ
れ
で
学
ぶ
の
も
一
つ
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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